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図 9:横軸は,種 Aの △iの平均で,縦軸は種 B
の平均得点 (全ての 平均 △iで平均 したもの).
種 Aの平均 △iが 0に近いとき,種 Bの平均
得点は低 くなる.
で,最後の ｢黒の裏切り行為｣がなく,交互に密
集 ･分散を繰り返していると考えられる.
4 議論
結果では,2種は互いのパターンを利用して
いる状況を説明した.即ち,自分の群れをター
ゲットパターンで認識する状況は見られなかっ
た.ターゲットパターンは自分の群れと他の群
れを区別する ｢タグ｣として利用できないもの
であったのだ.だがしかし,進化的になにもお
こらなかったわけではなく,二つの進化状態が
あった.一つは片方だけが群れを維持するする
ことである.自分自身を認識できなくても,もう
片方が群れを作ることを妨ぐことができるなら
ば,結果的に自分の群れを維持することができ
る.もう一つは,交互の集まることにより,二つ
の群れが混合することを防ぐことだ.時間的に
役割を交換 していると考えてよい.
結果は,もちろんモデルの特殊な特徴に依存
して得られたものであるが,上の結果に対する
解釈は妥当なものであり,機構はまったく違う
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柴が分散し,白が範まる.今度は
当主が白をめざして集まり始める.
図 7‥(1)最初にランダムに置かれる.(2)黒い方の種が先に集まり,白い方にとってのターゲット
パターンができる.それに向かって白い方の個体が集まる.(3)今度は白が密集し,黒がそれを利
用してあつまる.(4)typicalcaseでは最終的に黒い方の種が白の利用できないパターンになり,
白がバラバラになる.
ものであるだろうが,自然界に十分存在しうる.
注目すべき点は,宿主一寄生体関係と互恵関係を
｢区別できないこと｣と結びつけて議論できるこ
とである.区別が可能であるのならば,2種の間
になんの相互作用もないだろう.区別できない
からこそ,2種の間に相互作用が生まれたのだ.
自然界における宿主-寄生体関係と互恵関係を
｢区別｣という観点から議論すべきである.区別
の観点がもっともしっくりいくのが,免疫系で
ある.ウイルスと免疫系が長年攻防してきたの
は,結局免疫系に自己抗原と非自己抗原の決定
的な区別ができないからだ.しかもウイルスに
はまったく自分自身を認識する能力はなく,せい
ぜいできることと言えばターゲットとなる細胞
の表面とそうでないものを区別するだけだ.免
疫系も自己抗原にはなるべく反応しないという
性質によって消極的にしか自己認識できない.
今回のモデルでは,｢ターゲットパターン｣を
用いて区別の問題を議論したが,2個体の頭の
相対角度だけで定義した.したがって,複雑化し
ていくことができない.進化的に認識すべきパ
ターンを複雑化するような機構を取 り入れるこ
とが今後の課題である.
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